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 市史編さん室 市史編さん便り 

☆旧大津小学校学校史資料目録づくりを「高知県の学校資料を考える会」 

「高知城歴史博物館」が力を合わせて作業を実施…7月 18日（土） 

 先月 6 月 12～13 日の 2 日間にわたり旧大津小学校の学校史資料を中浜小学校に移設したことは本

便り第３号にて報告しました。今回（7 月 18 日）は、下記の方々に移設した資料の目録づくりを行う

ため高知市を早朝に出て、中浜小学校にて 9 時～15 時まで目録づくりに汗を流していただきました。 

【高知県の学校資料を考える会】 

目良裕昭（代表・学校事務職）、福田 仁（高知新聞記者）、楠瀬慶太（高知新聞記者） 

【高知県立高知城歴史博物館】 

高木翔太（学芸員）、筒井 聡（企画員）、ほか 1名 

   

目録の打ち込み作業風景            中浜小学校２階に集積された学校史資料群 

 理科教材の生物標本には珍しい物もあり、高知大学理工学部生物科学科教授・遠藤広光先生（魚類分類学・系統

学・形態学等の専門）と同大学教育学部教授・伊谷行先生（海洋生物学・海産無脊椎動物の自然史学・干潟の生態

学・環境教育等が専門）の二名の先生方に分析をいただくことになっており、高知大学の研究室に作業終了後移送

しました。旧大津小学校の学校史資料の数々は、明治・大正・昭和期の学校教育史を通して見た郷土史そのもので

あり、日本史の重要な一面だと思います。今後様々なことが分かり次第、本便りを通じて報告させていただきま

す。 

次回の目録作成作業は、８月１０～１２日のうち、２日間作業日を取る予定になっています。作業の進捗は、随

時この「市史編さん便り」で紹介していきます。 

 

◎市史執筆のブレイクタイム⑸ “明治初めに吹き荒れた廃仏
は い ぶ つ

毀釈
き し ゃ く

運動” 

 王政復古の大号令の後、「神武創業の始」にたちかえる趣旨から、祭政一致を唱えて、神祇官（省）

を再興し、多くの神官・国学者らを登用した。明治三年（1870）、大教宣布の詔が発布され、新政府の

もとに神道の普及に力が注がれた。天皇親政が強調され、天皇は古くから我が国の統治者であるとい

う宣伝が周知された。天長節・紀元節を国民の祝祭日と定めたことも、これがねらいであった①。 

 明治元年（1868）に神仏分離令を発布し、神社・神道の保護を進めた。近世は、幕府が仏教を保護し

たため、古来の日本の神々との神仏習合が強化されてきた。しかし、この法令が発布されて以降、民衆



の仏教軽視と排斥運動が起こった。特に、土佐（高知藩）では、旧藩主山内家が仏教から神道に宗旨替

えを宣言したことから寺院への厳しい弾圧が続き、寺院やその仏像が、打ち壊された②。神仏分離令を

受けて、高知藩では次の布告を発布した。 

                       覚 

一．僧は方外之者、世襲俗人と大に異なり土地山林を占得するの途あるべからず。今日より更に之を禁ずべし。 

一．御改革には、寺院寄附之土地山林一円被召上之、堂字寺院之傍少許之土地山林傍示を立、之を寺附として付与すべし。 

一．一向宗は僧俗相混、世襲之体を存ずると雖も宗俗と同じかるべし。 

一．僧徒還俗を欲する者好に任すべし。 

一．私領或は私産等を以て相当の寺之を欲する者、願に寄り商議すべし。 

右之通被仰付候事  午四月二十三日              藩庁 

  

この通達によって、寺院などが所有する土地や山林の没収が進められ、土佐清水市域においても廃

寺が続出した。これによって僧侶から還俗したり、神職に転身する者がいた。金剛福寺奥院白皇山僧

侶・北代千剣が白皇神社神主に、三崎香仏寺僧侶・藤井智道が八幡宮社司に転身した③。土佐清水市域

で廃仏毀釈により廃寺となった寺院は次のとおりである。 

【真言宗】 

西光寺（布）、光明寺（下茅）、白皇山（伊佐）、隆蔵坊（伊佐）、 

賀宝坊（伊佐）、金蔵院（津呂） 

【禅宗】 

定福寺（貝ノ川）、仏願寺（有永）、長明寺（藤ノ川）、海運寺（松尾） 

【浄土宗】 

蓮光寺（清水）、常興寺（宗呂）、正善寺（下川口）、香仏寺（三崎）、 

念西寺（大岐）、福万寺（中浜）、観音寺（以布利）、西光寺（口猿野）、 

西方寺（斧積）、覚夢寺（爪白） 

 

 これらの廃寺のうち、後年、再興された寺院は次の僅か三寺院であった④。 

明治十七年（1884）⇒福万寺（現在の大覚寺） 

明治三一年（1898）⇒清水の蓮光寺 

明治三二年（1899）⇒三崎の香仏寺 
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④③に同じ。 

古写真コーナー⑴… 

←プラザパル敷地に所在していた「高知県交通清水バスセンター」 

小学校の頃、よくここでバスに乗ったものです。ここの西側の

通りに食堂街があり、「珉宝」もたしか初めはここで食堂をしてい

たと思います。母に連れられてよく珉宝で焼そばを食べた思い出

があります。バスも床が木製でガソリンの匂いがしていました。

自動販売機の紙コップで注ぐジュースもよく飲みました。懐かし

い昭和の思い出です。 


